
看護師へのアンケートによる
注射ラベルの記載内容の評価

地域医療支援病院オープンシステム

徳山医師会病院　薬局

○有馬　治男、伊ヶ崎　芳美、吉永　哲史、
佐貫　記子、澁江　なつ美、西村　正広



【目的】

　　当院では注射箋に基づいて注射薬の
セットを行っている。セットした注射
薬にはデータベースソフト桐Ｖeｒ.８
を利用して作成した注射ラベルを添付
しており、これまでにも改善を重ねて
きた。今回、注射ラベルの更なる改善
のため、アンケートを行うことにした。



Ｈ.７～手書きラベル

Ｈ.８～タックシールでのラベル開始

　　　（病棟・氏名記入）

Ｈ.１０～薬品名や投与速度等記入開始

Ｈ.１２～投与時間等記入開始

Ｈ.１５～禁忌や遮光等の注意事項記入開始

Ｈ.１６～投与経路、ID記入開始

注射ラベル改善の経緯



【方法】対象：当院の全病棟看護師
及び准看護師（124名）（回収120枚）

＜調査項目１＞
①病棟名、②投与時間、③ＩＤ、
④投与経路、⑤患者名、⑥投与速度⑦
薬品名、⑧禁忌や注意事項（全て
現在記載）についての以下の設問
　・文字の大きさ　
　・文字の配置　
　・各項目の必要性



＜調査項目２＞
　　更に新しく記載するとよいと思わ
れる項目についての必要性
①投与日
②投与速度
　(医師の指示のあったもの)
③部屋番号
④薬効



【結果】
　得られた回答を図１～ 図４に

示す。(抜粋)

　文字の配置は概ね現在のラベルでよい
という回答が得られた。

　また、投与時間、禁忌や注意事項等の
文字を赤色にする等目立つようにして欲
しい、という意見が14件あった。
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図１　文　字　の　大　き　さ

病　棟 投与時間
丁度良い　　小さい　　 無回答



2%

28%

70%

3%2%

18%

77%

禁忌や注意事項 I　　D

図２　文字の大きさ／必要性について

丁度良い　　小さい　　　大きい　　 無回答 いる　　　いらない　　　無回答
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図３　ラ ベ ル に 入 れ る 項 目

投　与　日 投与速度〈Dr.指示のもの〉

いる　　　いらない　　　無回答
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図４　ラ ベ ル に 入 れ る 項 目

部屋番号 薬　　効

いる　　　いらない　　　無回答



【今回の改善点】
・薬品名を青い文字にした

・投与速度（医師の指示のあったも　
　のを含む）、禁忌、注意事項を赤　
　色にした。（図５,６）



図５　以前のラベル　

　４F－A　　　　　　　　　　朝
　ID11111　　　　点滴

周南　太郎様
　　チエナム点滴用0.5gキット

　　併用禁忌：ﾃﾞﾊﾟｹﾝ・ｴﾋﾟﾚﾅｰﾄ

　　　薬剤師

　４F－A　　　　　　　　１０時
　ID11111　　　　点滴

周南　太郎様
　　基準投与速度
　　アミノフリード500mL120分
　　冷所　プレビタS1A
　　３時間以上かけて施行の場合遮光

薬剤師



図６　改善後のラベル

　４F－A　　　　　　　　　　朝
　ID11111　　　　点滴

周南　太郎様
　　チエナム点滴用0.5gキット

　　
　
　　併用禁忌：ﾃﾞﾊﾟｹﾝ・ｴﾋﾟﾚﾅｰﾄ

　　　 薬剤師

　４F－A　　　　　　　　１０時
　ID11111　　　　点滴

周南　太郎様
　　アミノフリード500mL
　　冷所　プレビタS1A
　　
　　３時間以上かけて施行の場合遮光

　　41mL/h 　薬剤師





【考察】
　ＩＤ記載の必要性が比較的低いが
薬局では患者データの管理に使用し
ているため、ラベルへの記入は必要
である。
　今回の変更点のうち、注意事項・
投与速度などが赤字になったことが
「気をつけるべき点が目立って良い」
と看護師らには特に好評であった。



　今後更に検討すべき事項として
以下のことが挙げられる。
・病棟名の大きさ
・投与日、薬効の記載
・カラー印字の拡大　　
　
　今回得られた情報を基により良
い注射ラベルを添付できるよう更
なる向上を図りたい。



パソコン：ＦＵＪＩＴＳＵ

　　　　　 ＦＭＶ－６０００ＳＬ

Ｏ Ｓ：Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００

使用ソフト：桐Ｖｅｒ．８

プリンター：ＮＥＣ　ＰＲ２０１／８０Ａ
　　　　　 日本語シリアルプリンター
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